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新潟 RC １月第 1 例会 (2022.1.4)  №３３９５ 

 

(1) 「君が代」 

ロータリーソング「奉仕の理想」ピアノ演奏 

(2) 石橋 正利会長挨拶 

新年明けましておめでとうございます。今年も宜しくお願い

いたします。コロナが何とか静まり、ロータリー活動が活発

にやれることを願うばかりです。 

さて、今月は「職業奉仕月間」です。「職業奉仕の手引き」

には、「ロータリーの目的」第２項「職業上の高い倫理基準

を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会

に奉仕する機会としてロータ リアン各自の職業を高潔なも

のにすること」が、職業奉仕の内容だと書かれています。 

では、具体的に「価値あるもの」とは、何を意味しているの

か考えてみましょう。 

お客様に販売した機械が壊れた時、修理に行く仕事は、

お客様の立場で考えるなら、稼働したい時に機械が正常

に稼働することが、お客様が得る価値なのですから、少し

でも、機械の稼働率を上げることが「価値あるもの」になる

のです。 

お客様が得る価値 : 機械の修理による「稼働率UP」 

従業員の立場で考えるなら、お客様や職場仲間の役に立

つことで、やりがいが高まるのですから、少しでも、周囲の

役に立てていると実感できるようにすることが、「価値あるも

の」になるのです。 

従業員が得る価値 : お客様・職場仲間の役に立つことに

よる「やりがい UP」 

そして、「職業奉仕」の実践方法として、「職業奉仕の手引

き」に書かれていることが以下の実践方法です。 

◆例会で、各会員が自分の職業について話し、互いの職

業について学び合う  

◆地域社会での奉仕プロジェクトで、職業スキルを生かす 

◆高潔さを重んじて仕事に取り組み、言動を通じて模範を

示すことで倫理的な行動を周囲に促す 

◆若者のキャリア目標を支援する  

◆専門能力と※人間力の開発を奨励し、指導する（※人間

力は私が追加しました） 

ロータリアンの皆さんに問いかけたいと思います。 

私たちは、これらの「職業奉仕」の実践方法を、どの位、

日々のロータリー活動の中で、実践して来たでしょうか。改

めて、実践度を高めてまいりましょう。 

さらに、改めて、アーサー・フレデリック ・シェルドンが唱え

た、職業奉仕の理念「He profits most who serves best 最も

よく奉仕する者、最も多く報いられる」を己に問いかけてみ

ませんか。このような解釈がありました。「自分の職業を通じ

て社会に貢献するという意図をもって事業を営み、さらに、

良好な労働環境を提供するのは経営者の責務であり、従

業員や取引に関係する人たちと利益を適正に再配分する

ことで、継続的に利益が得られる。」と。 

では、これから、従業員81人中 60人が知的障がい者であ

る日本理化学工業さんの漫画映像をご覧いただきます。い

かがだったでしょうか。私は、工場まで見学に行き、大山会

長ともお会いしたことがあります。従業員の大半が知的障

がい者なのに、本当に夢中で働いている姿に感動したこと

を思い出します。少しでも役に立ちたいという思いが、会社

で働きたい思いの原点なのです。この思いが、人間の究

極の幸せを引き寄せているのです。正に、「最もよく奉仕す

る者、最も多く報いられる」の実践モデルの皆様だと言える

のではないでしょうか。私たちも経営者として、社員の皆さ

ん全員が、人の役に立つ≪奉仕≫により、溢れる喜びが

得られるようリーダーシップを発揮してまいりましょう。 

 最後に、香港島東クラブ会長バーナード・リーさんより、

暮れに、ご挨拶状が届きました。ご紹介しておきます。「親

愛なる石橋会長へ 私はこの挨拶のメッセージを送るのは

喜びです。香港島東地区のロータリークラブを代表して、

姉妹クラブ、新潟ロータリークラブの皆さんに、メリークリス

マスと新年のあけましておめでとうございます。 私たちが

奉仕を通じてこの世界をより良い場所にするために、世界

のさまざまな地域から団結する皆さんとあなたの家族と喜

びと平和を感じてください。」 

 

 2021-22 年度 
国際ロータリー会長 
シェカール・メータ 

 
2021～22 年度 

新潟ロータリークラブ会長 
 

石橋 正利  

 



(3) 米山奨学生リュウ・リキンさん  

奨学金贈呈・ご挨拶 

(4) ロータリーの友紹介（深澤康志広報会報雑誌委員） 

(5) １００％出席バッチの贈呈（牧野伸喜委員） 

徳永 昭輝君 13年 石本隆太郎君 40年 

(6) 誕生日お祝い贈呈(６名) 

(7) 結婚記念日お祝いの紹介(４名) 

(8) 各種ご寄付の発表 

米山奨学会寄付発表（織戸 潔副委員長) 

石橋 正利君 仙石 正和君 

青少年育成基金寄付発表(本間 利夫委員) 

本間  彊君 小飯田 澄雄君 

(9) ニコニコボックス紹介（本多 晃委員長） 

・小飯田 澄雄君 １２月３０日長男に初孫が生まれ家族皆

なでニコニコして成長を祈りました。 

・佐藤 善昭君皆さんとニコニコできる１年になりますよう

に。 

・本間  彊君 おめでとうございます。１１月には地区大会

があります。どうぞ、ご協力のほどお願い申し上げます。 

(10) 幹事報告（内山 博之） 

・ロータリーレートが１月より１ドル１１５円に変更されました。 

・本日の理事会にて１月１１日より Zoom 併催例会を再開す

ることが決まりました。 

・イタリア軒のクーポン券の使用期限を６月末日まで延長し

て頂くことになりました。４月の観桜会、６月の納会にご利

用可能となりますが、１月末日までに回収し使用期限を書

き換えてお渡し致します。詳細御案内を５日中に配信致し

ます。 

(11) １月５日の例会参加率 

 

 

 

 

Zoom併催例会は１月１１日より再開致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１１日の例会予定 

卓話「日本スキー発祥について」 

 

 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８８ ８５ ４５ ５２．９４ 

１月４日 理事会報告 出席者 ９名 
 
 
１、今後の例会開催について ＝ 承認 
医療従事されている会員について、コロナ禍による職務

上の理由から通常例会への参加が出来ないため、 
１月第２例会よりＺＯＯＭ例会併催する。 
 
２、イタリア軒未利用クーポン券について ＝ 承認 
①２０２２年３月３１日期限のクーポン券については、

２０２２年６月３０日まで期限延長するので、２０２２

年１月末までに回収し、２月８日以降に新たにクーポン

券を発行するか、又はクラブへの寄付扱いとする。  
②今後の食事なし例会開催の場合の食事代の取り扱い

については、継続協議していくこととする。 
 
３、１月のプログラム ＝ 承認 
１月 ４日 第一例会につき卓話なし 
１月１１日 卓話 日本スキー発祥について 
      
１月１８日 新年家族会  

１７時受付 １７時３０分開会  
於 行形亭  

１月２５日 卓話  
    スクロエージェントジャパン  

代表取締役社長 本間 英明氏 
        

http://www.niigatarc.jp/

